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「広報のと」5 月号の印刷費は一部当たり 25 円です。

P L U S

地
域
の
魅
力
発
掘
を
呼
び
か
け

　

持
木
町
長
が
講
師
を
つ
と
め

る
「
地
域
学
講
座
」
が
4
月
20

日
に
開
か
れ
、
地
域
創
造
科
の

1
年
生
38
人
が
受
講
し
ま
し

た
。
持
木
町
長
は
世
界
農
業
遺

産
認
定
の
概
要
と
こ
れ
を
契
機

と
し
た
ま
ち
づ
く

り
事
例
な
ど
、
学

校
の
地
元
・
能
登

町
の
魅
力
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　

町
長
は
4
月
18

日
に
第
2
回
全
国

キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ

サ
ミ
ッ
ト
に
参
加

し
ま
し
た
。
開
催

地
・
鹿
児
島
県
霧

島
市
に
あ
る
国
分

中
央
高
校
園
芸
科

で
は
、
地
域
の
花

で
あ
る
キ
リ
シ
マ

ツ
ツ
ジ
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
を
紹
介
し
た
上

で
「
農
業
コ
ー
ス
を
有
す
る
能
登

高
校
で
も
、
町
の
花
・
の
と
キ
リ

シ
マ
ツ
ツ
ジ
の
研
究
に
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
」
と
生
徒
の
今
後
の
活

年
会
費

個
人
会
員　

２
，
０
０
０
円

団
体
・
企
業
会
員　

５
，
０
０
０

円
ま
た
は
１
０
，
０
０
０
円

申
し
込
み　

能
都
・
柳
田
・
内
浦

の
各
サ
ー
ビ
ス
室
、
秘
書
室

問
役
場
秘
書
室
（
62
）
８
５
０
１

　

未
来
の
能
登
を
担
う
生
徒
た
ち

を
支
援
す
る
団
体
「
能
登
高
校
を

応
援
す
る
会
」
の
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
能
登
町
唯
一
の
高
等

学
校
「
能
登
高
校
」
を
皆
様
の
手

で
支
え
て
く
だ
さ
い
。
会
員
に
は

一
年
を
通
し
て「
能
登
高
だ
よ
り
」

が
送
付
さ
れ
ま
す

　

会
の
活
動
内
容

・
生
徒
の
学
習
環
境
の
整
備

・
ク
ラ
ブ
活
動
の
支
援

・
学
校
の
存
続
発
展
、
生
徒
募
集

の
推
進
に
関
す
る
支
援　

な
ど

金
沢
市
・
近
江
町
い
ち
ば
館
前
で
販
売
実
習
に
臨
む

地
域
創
造
科
の
生
徒
（
3
月
22
日
）

躍
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

地
域
創
造
科
の
生
徒
は
、
現
在

は
一
緒
に
授
業
を
受
け
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
農
業
や
福
祉
な
ど
の

コ
ー
ス
を
選
択
し
、
専
門
知
識
を

身
に
つ
け
ま
す
。

地
元
の
大
切
な
高
校
・

能
登
高
校
を
支
え
て
く
だ
さ
い

「行政」「人」「地域の魅力・価値」を「プラス」でつなぐ情報誌
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